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特集 「ケルト」にまつわる書物をめぐって ―装飾や挿絵を中心に―  名誉教授   三好  みゆき
文学部 西川 広平教授ゼミ主催展示「戦国の世のいくさ 学生が古文書から読み解く戦の実像」を開催
日・EU フレンドシップウィーク企画展示「オットー・ハプスブルク－その生涯と遺産」を開催
就活に役立つ！企業・業界研究セミナー
ご存じですか？ RapidILL
新収資料紹介 中央大学教職員著作目録・資料目録 (2024.4～2024.9)
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『ケルズの書』 キリストの肖像(f. 32v)
と二重腕の十字架のカーペット・ペー
ジ(f. 33r)
『リンディスファーン福音書』 十字架
のカーペット・ページ(f. 210v)とヨハネ
福音書の冒頭In principio…の装飾
頭文字(f. 211r)
『ダロウの書』15の円のカーペット・
ページ(f. 85v)とマルコ福音書の冒
頭Initium…の装飾頭文字(f. 86r)

著者名 書名 出版社 出版年月 所蔵館 書誌番号

閻 連科 
飯塚 容(文)

著 
訳 中国のはなし : 田舎町で聞いたこと 河出書房新社 2023.11 中央館/中言 BB01696445

池田 和臣(名) ほか 編 旺文社国語辞典　第12版 旺文社 2023.10 中央館/法学部 BB01694165

石橋 悠人(文) ほか 編 情報・通信・メディアの歴史を考える (いまを知る、現代を考える山川歴史講座) 山川出版社 2023.10 中央館/西史/法学部/
iTL BB01694706

井田 良(法務) 著 講義刑法学・各論　第3版 有斐閣 2023.12 中央館/法学部/LS BB01698203

石村 修, 植野 妙実子(名) ほか 
佐藤 信行(法務) ほか

編著 
執筆 世界と日本のCOVID-19対応 : 立憲主義の視点から考える 敬文堂 2023.7 中央館/法学部 BB01693590

内海 愛子, 宇田川 幸大(商) 編 日本人捕虜関係資料 (十五年戦争極秘資料集 補巻54) 不二出版 2023.12 中央館 BB01698390

宇野 茂彥(名) ほか 編 旺文社漢字典　第4版 旺文社 2023.10 中央館/法学部 BB01694167

栄 剣 
阿古 智子,及川 淳子(文) ほか 

著 
訳 現代中国の精神史的考察 : 繁栄のなかの危機 白水社 2023.9 中央館/中言/法学部 BB01691026

大田 美和(文) 著 とどまれ 北冬舎 2023.11 中央館 BB01697379

岡嶋 裕史(国情) 監修 ChatGPT&生成AI (倍速講義) 日経BP 2023.10 中央館/法学部/iTL BB01692687

岡嶋 裕史(国情) 監修 デジタルの未来図鑑 = Future Pictorial Book of Digital G.B. 2023.6 iTL BB01693519

岡嶋 裕史(国情) 監修 高校情報Iをひとつひとつわかりやすく。 Gakken 2023.8 iTL BB01693513

岡嶋 裕史(国情) 監修 生活が楽になる!スマホ基本のキ (TJ mook NHK趣味どきっ!MOOK) 宝島社 2023.10 iTL BB01693518

岡嶋 裕史(国情) 著 ネットワークスペシャリスト合格教本 令和06年 技術評論社 2023.10 iTL BB01693524

岡嶋 裕史(国情) 著 情報セキュリティマネジメントポケット攻略本 : 要点早わかり　改訂新版 技術評論社 2023.10 iTL BB01693522

NHK出版 
岡嶋 裕史(国情)

編 
監修 はじめてのスマホトラブル・お悩み解決ブック : 100の困った!に応えます (生活実用シリーズ NHK趣味どきっ!MOOK) NHK出版 2023.11 iTL BB01694672

岡嶋 裕史(国情) 著 情報処理安全確保支援士合格教本 令和06年<春期><秋期> 技術評論社 2023.12 iTL BB01696585

岡嶋 裕史(国情) 著 情報セキュリティマネジメント合格教本 : 科目A科目B 令和06年 技術評論社 2023.12 中央館/iTL BB01696073

岡嶋 裕史(国情) 著 ITパスポート合格教本 令和06年 技術評論社 2023.12 中央館/理工/iTL BB01696339

岡嶋 裕史(国情) 著 ジオン軍の闘争 : U.C.0079 (角川コミックス・エース 機動戦士ガンダムジオン軍事技術の系譜) KADOKAWA 2023.12 iTL BB01699329

岡嶋 裕史(国情) 講師 スマホまねるだけ講座 : 最新版 : 動画付きでよくわかる (扶桑社ムック NHK趣味どきっ!) 扶桑社 2024.1 iTL BB01699335

岡嶋 裕史(国情) 著 うかる!基本情報技術者　2024年版科目B・セキュリティ編　 日経BP日本経済新
聞出版 2024.1 iTL BB01699331

大滝 みや子, 岡嶋 裕史(国情) 共著 応用情報技術者合格教本 令和06年<春期><秋期> 技術評論社 2023.12 iTL BB01699370

Olga Czyzak(文) 著 Gesichtskritische Episoden in Gruppenarbeitsphasen : Interaktionen unter Lernenden in einem 
aufgaben- und inhaltsbasierten DaF-Unterricht

Narr Francke 
Attempto 2023 独文 BB01693276

工藤 達朗(法務), 小山 剛, 武市 周作(法) 編 憲法裁判の制度と実践 尚学社 2023.7 中央館/総政/法学部/
LS BB01690041

河谷 清文(法務) 
西村 暢史(法), 中川 寛子

編著 
著 経済法 = Economic law (有斐閣ストゥディア) 有斐閣 2023.9 中央館/法学部/LS/iTL BB01691353

小杉 のぶ子(経) 著 経済学部生のための数学 : 高校数学から偏微分まで コロナ社 2023.10 中央館 BB01693361

高村 学人, 古積 健三郎(法務) ほか 編著 入会林野と所有者不明土地問題 : 両者の峻別と現代の入会権論 岩波書店 2023.10 法学部/LS BB01694535

古積 健三郎(法務) 著 法人格のない団体の権利主体性 弘文堂 2023.12 法学部/LS/iTL BB01696564

ダニエル・J・ソロブ, ウッドロウ・ハーツォグ 
小向 太郎(国情)

著 
監訳 データセキュリティ法の迷走 : 情報漏洩はなぜなくならないのか? (基礎法学翻訳叢書 第2巻) 勁草書房 2023.11 法学部/iTL BB01697476

小森谷 徳純(経), 章 沙娟(経) 編 コロナ禍・ウクライナ紛争と世界経済の変容 (中央大学経済研究所研究叢書) 中央大学出版部 2023.10 中央館/iTL BB01693920

佐伯 仁志(法務) ほか 編集代表 有斐閣判例六法professional = Yuhikaku's statutes and precedents for professionals　令和6年版 有斐閣 2023.11 LS/iTL BB01695317

佐伯 仁志(法務), 大澤 裕 ほか 
井田 良(法務), 只木 誠(法) ほか

編 
執 山口厚先生古稀祝賀論文集 有斐閣 2023.11 法学部/LS BB01696870

酒井 克彦(法務) 著 クローズアップ課税要件事実論 : 要件事実と主張・立証責任を理解する　第6版 財経詳報社 2023.8 中央館/LS BB01691927

庄司 克宏(総政) 著 はじめてのEU法　第2版 有斐閣 2023.9 中央館/法学部/LS/iTL BB01692461

トーマス・J・ミチェリ 
高橋 直哉(法務)

著 
訳 刑罰のパラドックス : 刑事司法の経済学について考える (日本比較法研究所翻訳叢書 88) 中央大学出版部 2023.12 中央館/法学部/LS BB01696566

田中 洋(名) 編 デジタル時代のブランド戦略 = Brand strategy in the digital age 有斐閣 2023.11 中央館/iTL BB01695913

谷口 洋志(名) 編著 中国政治経済の構造的転換 3 (中央大学経済研究所研究叢書81) 中央大学出版部 2023.8 中央館 BB01691625

土橋 茂樹(名) 著 教父哲学で読み解くキリスト教 : キリスト教の生い立ちをめぐる3つの問い 教文館 2023.8 中央館/哲学/法学部 BB01691470

DALE, Joshua Paul(文) 著 Irresistible : how cuteness wired our brains and conquered the world Profile Books 2023 中央館/英文 BB01694832

西川 広平(文) 著 中近世の資源と災害 吉川弘文館 2023.11 中央館/日史 BB01694093

野口 薫(名) 編著 「あそびをせんとやうまれけむ」 : ヴェルナー・シャウマン遺稿集 風詠社 2023.10 中央館 BB01699294

日高 克平(商), 木村 有里(国経) ほか 編著 SDGs時代を拓くグローバル・ビジネスの挑戦 : 「誰一人取り残さない」社会の実現に向けて (中央大学企業研究所研究
叢書 43) 中央大学出版部 2023.9 中央館/BS BB01691624

平山 令二(名) 著 ウィーン、わが夢の街 : フロイトと熊楠 = Wien,du Stadt meiner Träume 鷗出版 2023.9 中央館 BB01696158

広岡 守穂(名) 著 戯れ歌愛と異郷 : 広岡守穂詩集 土曜美術社
出版販売 2023.8 中央館 BB01691895

保坂 俊司(国情) 著 仏教興亡の秘密 : 仏教を導いた語りえぬものについて ぷねうま舎 2023.8 中央館 BB01690714

丸山 秀平(名) 著 ドイツ有限責任事業会社 (UG) 続 (日本比較法研究所研究叢書 130) 中央大学出版部 2023.10 中央館/法学部/LS BB01692883

森 光(法), 中田 達也 編 海の法文化と陸の法文化 (法文化(歴史・比較・情報)叢書 20) 国際書院 2024.1 中央館/法学部/LS BB01700342

山内 惟介(名) 著 気候危機とドイツ国際私法 (日本比較法研究所研究叢書 132) 中央大学出版部 2023.12 中央館/法学部/LS BB01696565

山田 昌弘(文)
郭 佩

著
訳 低流动社会 : 后疫情时代日本的新格差 中国科学技

术出版社 2023.5 社会 BB01692562

山田 昌弘(文)
钱 爱琴

著
译 低生育陷阱 : 日本少子化对策的失败 译林出版社 2023.9 社会 BB01697946

山田 昌弘(文) 編著 「今どきの若者」のリアル (PHP新書 1374) PHP研究所 2023.11 中央館/社会/法学部 BB01695440

山田 昌弘(文)
韩　涛译

著
[訳] 不婚社会 : 日本婚姻的未来走向　(东瀛世相) 生活・讀書・

新知三联书店 2024.1 社会 BB01700620

山田 昌弘(文) 著 パラサイト難婚社会 (朝日新書946) 朝日新聞出版 2024.2 中央館/社会/法学部 BB01700714

若林 茂則(文) 編 英語の教室で何ができるか 開拓社 2023.9 中央館/英文 BB01692265
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三大ケルト装飾写本
アイルランドの文化として何が思い浮かぶだろうか。音楽
やダンス、ハープ、妖精伝説、アイルランド語（ゲール語）と英
語の二言語使用、ギネスビールやパブ、聖パトリックの祝日の
パレード、もしかすると石造りのケルト十字と円塔のそびえる
修道院の廃墟を思い浮かべた方もいるかもしれない。石の
高十字架やタラ・ブローチなどの金工品とともに初期中世ア
イルランド美術を代表するのが、ブリテン諸島のアイルランド
系修道院で筆写・彩飾された聖書の写本である。本学図書
館には「三大ケルト装飾写本」（あるいは「三大島嶼装飾写
本」）と称されるラテン語福音書のファクシミリ版が揃ってい
る。年代順にあげると『ダロウの書』（トリニティ・カレッジ・ダブ
リン所蔵）、『リンディスファーン福音書』（大英図書館所蔵）、
『ケルズの書』（トリニティ・カレッジ・ダブリン所蔵）である。本
物のオーラには欠けるが、書物の歴史上きわめて名高い三
写本を本の形で見比べるという贅沢ができる。
歴史的背景を説明しておこう。キリスト教の伝来（５世紀初

め）以前のアイルランドは、ドルイドが祭祀をつかさどり、霊魂

不滅を信じ、岩石、樹木、泉、聖獣などをあがめる自然崇拝の
多神教であったが、聖パトリックらのいわば〈文化適応〉的な
宣教によってキリスト教の受容が進むと、「民族固有の社会・
文化風土に適応した」(1)独特の修道院制度が形成され、
「聖人と学者の島」と称された。修道士たちは海を漕ぎ渡り、
西ローマ帝国滅亡やゲルマン民族の大移動で混乱する

ヨーロッパ大陸やブリテン島北部に、信仰と学芸の光をもた
らし各地に修道院を創設。だが独自性の強かったアイルラン
ド教会はウィットビ教会会議（664年）などにより、ローマ式の
慣行を次第に受け入れる。修道院の写字室のイメージは、ウ
ンベルト・エーコ原作の映画『薔薇の名前』や写字生が書き
残した白猫パンガ・ボンの詩などでわかるだろう。
7世紀末にアイルランドのダロウで制作された『ダロウの
書』は、現存する「ケルト装飾写本」の最古のもの。他の写本
ほど豪華ではないが、インシュラー体という書体も特有の装
飾も出揃っている。アイルランド系修道院で制作された写本
は、地中海文化圏のような具象的な〈挿絵〉ではなく、抽象的
な文様による〈装飾〉を用いるが(2)、この書にも挿絵はない。各
福音書の扉にあたる〈カーペット・ページ〉（図２）は、「ケルト文
様」と呼ばれる渦巻文様、組紐文様、動物文様などで色鮮や
かに飾られる。新たな信仰の表現に異教時代からの伝統を
盛り込んだと言えようか。入れ子状になったり連なったりして
果てしなく旋回する渦巻には妖しい魅力があり、頭と足のは
えた動物組紐は互いを噛み、絡み合い、始点も終点も知れな
い。四福音書は大きな〈装飾頭文字〉で麗 し々く始まる（表紙
写真 下）。
『ケルズの書』は、「ケルト装飾写本」の最高峰である。800
年頃、スコットランド西岸沖のアイオナ修道院で着手され、
ヴァイキング襲撃からの避難先アイルランドのケルズで完成
したとも言われる。豪華絢爛で、人間業とは思えないほど精
緻な文様に驚嘆する。図３は有名な〈キー・ロー・ページ〉、つま
りマタイ福音書1章18節「イエス・キリストの誕生の次第は…」
のキリストの組合せ文字XPIのページだが、流れるような巨大
なXの文字とその内部や周囲を埋め尽くす組紐文様や渦巻
文様が、神の子の誕生を荘厳に演出する。と同時に、なにや
ら異様な感じもするだろう。細部に目をこらすと、組紐の絡み
合いや渦巻の連なりには、場違いなような動物の「うごめき」
が感じられ、Pの字の先端には人間（キリストだという）の頭部
が横向きについている。聖餅とネズミとネコといった不可解な
ものも描かれている。本文ページ（一例として図４）に散りばめ

られた小さな装飾は、節の区切りや強調などの役目を果たす
が、奇妙なポーズの人間や絡み合う異形の生き物(3)など、一
見本文と関係なさそうな意匠も多く、ユーモラスな余談や脱
線のようでもあり大真面目なようでもある。

『リンディスファーン福音書』は、700年頃、イングランド北部
ノーサンブリア北東岸沖のリンディスファーン修道院にて制
作。「ケルト文様」や装飾頭文字で飾られ、『ダロウの書』より
豪華で洗練され、『ケルズの書』より明るく軽やかな印象だ
（図５）。物語を絵解きする〈挿絵〉はないが（『ケルズの書』に
は2枚ある）、福音書記者の肖像の描き方が他と異なる。ロー
マ教会との関係が密接になったこの修道院が、地中海文化
圏の写本の影響を受けて新たな展開をみせたと言えよう。
「ケルト装飾写本」の様式はハイバーノ・サクソン様式とい
うが、そこに流れ込んでいる文化の水脈は、ケルト、サクソン、
ゲルマンはもちろん、ローマやビザンチンなどの地中海文化、
さらには中東などに及ぶ。こうした文化の伝搬と人の往来、想
像力と手の技、美意識の違い、キリスト教と「ケルト」の思考と
の葛藤・融合・変容などに思いをはせながら、異種混交的で
重層的な文様の迷宮をしばし彷徨うのもよいだろう。

　「ケルト復興」期の書物
18世紀後半、ロマン主義の思潮が胎動する頃、民族の起
源やヨーロッパ文明の古層の探求、精神性の希求などと連動
しながら「ケルト」への関心が芽生える。スコットランドの詩人
ジェイムズ・マクファースンがハイランド地方で集めたゲール
語の古歌を翻訳したと称する一連の詩集によって、一大ブー
ムと真贋論争が起きた（1762年の『フィンガル』が本学図書
館にある）。これがきっかけとなり、古い写本や口承に残るケ
ルト諸語の詩歌や物語の蒐集・英訳の機運が高まる。その例

を本学所蔵資料からランダムにあげると、シャーロット・ブルッ
ク『アイルランド詩の遺産』（1789年）、J・F・キャンベル『ハイラ
ンド西部の民間伝承』（1860-62年）、シャーロット・ゲスト『マ
ビノギオン』（1巻本、1877年）、スタンディッシュ・ヘイズ・オグ
レイディ『ゲール詞華集』（1892年）などである。
MyCUL45号で取り上げられたアーサー王物語も、19世紀
英国でよみがえり、中世の写本や初期印刷本からインスピ
レーションを得た美しい書物となった。たとえばウィリアム・モ
リス(4)は、アーサー王物語を題材とした若き日の詩集『「グウィ
ネヴィアの弁明」その他の詩』（1892年）や、愛読していた中
英語の物語『ウェールズのサー・パーシヴァル』（1895年）を、
植物文様の縁飾りや装飾頭文字、挿絵を添えてケルムスコッ

ト・プレスで制作した（図６）。出版業者J.M.デントは、キャクス
トン版のトマス・マロリー『アーサー王の死』（1485年）を、オー
ブリー・ビアズリーの出世作となる挿絵入りで出版した
（1893-94年）（図７）。
この時代のスコットランドやアイルランドにおける「ケルト復
興」にかかわる書物には、19世紀に再び日の目を見た『ケル
ズの書』らの装飾から影響を受けた「ケルト」的なデザインが

あふれた。本学所蔵資料から少しだけ紹介する。パトリック・
ゲッデスらによる美術文芸誌『エヴァーグリーン』（1895-97年）
の挿画には、「ケルト文様」のアレンジが随所に見られ、図８の
ウィリアム・シャープの詩題の装飾頭文字Tも見事だ。シャープ
夫人らが編纂した古今の「ケルト」詞華集『ケルトの竪琴』（第
2版1924年）は動物組紐文様の背表紙が美しい。また、ジェイ
ムズ・スティーヴンズ（ジョイスの友人）による神話伝説の再話

『アイルランドのおとぎ話』（1920年)を飾るアーサー・ラッカム
の挿画（図９）でも、組紐文様が絡まりつき独特の雰囲気を醸
し出す。贈答用美装本の時代でもあった。
今年の大阪・関西万博のアイルランド館のデザインは3つ

の渦巻きの組合せ「トリスケル」が基だそうだが、今も「ケルト
的なるもの」は想像力や創造性を刺激し続けているようだ。

(1)盛節子「アイルランドのキリスト教受容」、中央大学人文科学研究
所編『ケルト 伝統と民俗の想像力』（中央大学出版部、1991年）、
48頁。

(2)鶴岡真弓『ケルト／装飾的思考』（ちくま学芸文庫）（筑摩書房、
1993年）、57～66頁。本稿の執筆にあたっては同書に多くを負っ
ている。

(3)『マールドゥーンの航海』などで語られる異界の生き物が想起され
る。アイルランドの航海譚・冒険譚に関しては、松村賢一「冒険と
航海の物語」（『ケルト 伝統と民俗の想像力』所収）、「異界と海界
の彼方」（『ケルト 生と死の変容』所収）を参照のこと。

(4)ウィリアム・モリス著、ウィリアム・S・ピータースン編、川端康雄訳
『理想の書物』（ちくま学芸文庫）（筑摩書房、2006年）を参照。

　アイルランド、スコットランド、ウェールズ、フランスのブル
ターニュ地方などに残る言語、その話者、かれらの伝統文化
を語るのに「ケルト」という言葉がよく使われる。本学ではこの
「ケルト」文化の研究も盛んに行われてきた。20数年にわたっ
てその一翼を担った人文科学研究所のケルト研究チームは
すでに幕を降ろしたが、その成果は4冊の研究叢書―『ケル
ト 伝統と民俗の想像力』（1991年）、『ケルト 生と死の変容』
（1996年）、『ケルト復興』（2001年）、『ケルト 口承文化の水
脈』（2006年）―と翻訳叢書『ケルティック・テクストを巡る』
（2013年）などに残る（図１）。本稿では中央図書館での企画
展示によせて、本学所蔵の「ケルト」にまつわる美しい書物の
ほんの一部をご紹介したい。

名誉教授　三好 みゆき

◆図2 『ダロウの書』のカーペット・ページ．左(f.3v）は渦巻文様や
トランペット・パターン、右(f.192ｖ)は動物組紐文様や組紐（結び目）
文様．

◆図1  ケルト研究チームによる研究叢書と翻訳叢書．

『ケルズの書』の本文ペー
ジ(f.243v)（ルカ福音書13
章)の装飾．Sicut．．．の装飾
頭文字と節末の魚の絵．次
節の冒頭Diの合字は絡み
合う生き物が形作る．

『ケルズの書』のキー・
ロー・ページ(f. 34r)．

『リンディスファーン福音書』 左(f.29r)はキー・ロー・ページ、
右（f.137v）は福音書記者ルカの肖像とそのシンボルである
翼のある牡牛．

◆図5

◆図3

◆図4
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「ケルト」にまつわる書物を
めぐって

―装飾や挿絵を中心に―
特集

三大ケルト装飾写本
アイルランドの文化として何が思い浮かぶだろうか。音楽
やダンス、ハープ、妖精伝説、アイルランド語（ゲール語）と英
語の二言語使用、ギネスビールやパブ、聖パトリックの祝日の
パレード、もしかすると石造りのケルト十字と円塔のそびえる
修道院の廃墟を思い浮かべた方もいるかもしれない。石の
高十字架やタラ・ブローチなどの金工品とともに初期中世ア
イルランド美術を代表するのが、ブリテン諸島のアイルランド
系修道院で筆写・彩飾された聖書の写本である。本学図書
館には「三大ケルト装飾写本」（あるいは「三大島嶼装飾写
本」）と称されるラテン語福音書のファクシミリ版が揃ってい
る。年代順にあげると『ダロウの書』（トリニティ・カレッジ・ダブ
リン所蔵）、『リンディスファーン福音書』（大英図書館所蔵）、
『ケルズの書』（トリニティ・カレッジ・ダブリン所蔵）である。本
物のオーラには欠けるが、書物の歴史上きわめて名高い三
写本を本の形で見比べるという贅沢ができる。
歴史的背景を説明しておこう。キリスト教の伝来（５世紀初

め）以前のアイルランドは、ドルイドが祭祀をつかさどり、霊魂

不滅を信じ、岩石、樹木、泉、聖獣などをあがめる自然崇拝の
多神教であったが、聖パトリックらのいわば〈文化適応〉的な
宣教によってキリスト教の受容が進むと、「民族固有の社会・
文化風土に適応した」(1)独特の修道院制度が形成され、
「聖人と学者の島」と称された。修道士たちは海を漕ぎ渡り、
西ローマ帝国滅亡やゲルマン民族の大移動で混乱する

ヨーロッパ大陸やブリテン島北部に、信仰と学芸の光をもた
らし各地に修道院を創設。だが独自性の強かったアイルラン
ド教会はウィットビ教会会議（664年）などにより、ローマ式の
慣行を次第に受け入れる。修道院の写字室のイメージは、ウ
ンベルト・エーコ原作の映画『薔薇の名前』や写字生が書き
残した白猫パンガ・ボンの詩などでわかるだろう。
7世紀末にアイルランドのダロウで制作された『ダロウの
書』は、現存する「ケルト装飾写本」の最古のもの。他の写本
ほど豪華ではないが、インシュラー体という書体も特有の装
飾も出揃っている。アイルランド系修道院で制作された写本
は、地中海文化圏のような具象的な〈挿絵〉ではなく、抽象的
な文様による〈装飾〉を用いるが(2)、この書にも挿絵はない。各
福音書の扉にあたる〈カーペット・ページ〉（図２）は、「ケルト文
様」と呼ばれる渦巻文様、組紐文様、動物文様などで色鮮や
かに飾られる。新たな信仰の表現に異教時代からの伝統を
盛り込んだと言えようか。入れ子状になったり連なったりして
果てしなく旋回する渦巻には妖しい魅力があり、頭と足のは
えた動物組紐は互いを噛み、絡み合い、始点も終点も知れな
い。四福音書は大きな〈装飾頭文字〉で麗 し々く始まる（表紙
写真 下）。
『ケルズの書』は、「ケルト装飾写本」の最高峰である。800
年頃、スコットランド西岸沖のアイオナ修道院で着手され、
ヴァイキング襲撃からの避難先アイルランドのケルズで完成
したとも言われる。豪華絢爛で、人間業とは思えないほど精
緻な文様に驚嘆する。図３は有名な〈キー・ロー・ページ〉、つま
りマタイ福音書1章18節「イエス・キリストの誕生の次第は…」
のキリストの組合せ文字XPIのページだが、流れるような巨大
なXの文字とその内部や周囲を埋め尽くす組紐文様や渦巻
文様が、神の子の誕生を荘厳に演出する。と同時に、なにや
ら異様な感じもするだろう。細部に目をこらすと、組紐の絡み
合いや渦巻の連なりには、場違いなような動物の「うごめき」
が感じられ、Pの字の先端には人間（キリストだという）の頭部
が横向きについている。聖餅とネズミとネコといった不可解な
ものも描かれている。本文ページ（一例として図４）に散りばめ

られた小さな装飾は、節の区切りや強調などの役目を果たす
が、奇妙なポーズの人間や絡み合う異形の生き物(3)など、一
見本文と関係なさそうな意匠も多く、ユーモラスな余談や脱
線のようでもあり大真面目なようでもある。

『リンディスファーン福音書』は、700年頃、イングランド北部
ノーサンブリア北東岸沖のリンディスファーン修道院にて制
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重層的な文様の迷宮をしばし彷徨うのもよいだろう。
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館にある）。これがきっかけとなり、古い写本や口承に残るケ
ルト諸語の詩歌や物語の蒐集・英訳の機運が高まる。その例

を本学所蔵資料からランダムにあげると、シャーロット・ブルッ
ク『アイルランド詩の遺産』（1789年）、J・F・キャンベル『ハイラ
ンド西部の民間伝承』（1860-62年）、シャーロット・ゲスト『マ
ビノギオン』（1巻本、1877年）、スタンディッシュ・ヘイズ・オグ
レイディ『ゲール詞華集』（1892年）などである。
MyCUL45号で取り上げられたアーサー王物語も、19世紀
英国でよみがえり、中世の写本や初期印刷本からインスピ
レーションを得た美しい書物となった。たとえばウィリアム・モ
リス(4)は、アーサー王物語を題材とした若き日の詩集『「グウィ
ネヴィアの弁明」その他の詩』（1892年）や、愛読していた中
英語の物語『ウェールズのサー・パーシヴァル』（1895年）を、
植物文様の縁飾りや装飾頭文字、挿絵を添えてケルムスコッ

ト・プレスで制作した（図６）。出版業者J.M.デントは、キャクス
トン版のトマス・マロリー『アーサー王の死』（1485年）を、オー
ブリー・ビアズリーの出世作となる挿絵入りで出版した
（1893-94年）（図７）。
この時代のスコットランドやアイルランドにおける「ケルト復
興」にかかわる書物には、19世紀に再び日の目を見た『ケル
ズの書』らの装飾から影響を受けた「ケルト」的なデザインが

あふれた。本学所蔵資料から少しだけ紹介する。パトリック・
ゲッデスらによる美術文芸誌『エヴァーグリーン』（1895-97年）
の挿画には、「ケルト文様」のアレンジが随所に見られ、図８の
ウィリアム・シャープの詩題の装飾頭文字Tも見事だ。シャープ
夫人らが編纂した古今の「ケルト」詞華集『ケルトの竪琴』（第
2版1924年）は動物組紐文様の背表紙が美しい。また、ジェイ
ムズ・スティーヴンズ（ジョイスの友人）による神話伝説の再話

『アイルランドのおとぎ話』（1920年)を飾るアーサー・ラッカム
の挿画（図９）でも、組紐文様が絡まりつき独特の雰囲気を醸
し出す。贈答用美装本の時代でもあった。
今年の大阪・関西万博のアイルランド館のデザインは3つ

の渦巻きの組合せ「トリスケル」が基だそうだが、今も「ケルト
的なるもの」は想像力や創造性を刺激し続けているようだ。

(1)盛節子「アイルランドのキリスト教受容」、中央大学人文科学研究
所編『ケルト 伝統と民俗の想像力』（中央大学出版部、1991年）、
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(2)鶴岡真弓『ケルト／装飾的思考』（ちくま学芸文庫）（筑摩書房、
1993年）、57～66頁。本稿の執筆にあたっては同書に多くを負っ
ている。

(3)『マールドゥーンの航海』などで語られる異界の生き物が想起され
る。アイルランドの航海譚・冒険譚に関しては、松村賢一「冒険と
航海の物語」（『ケルト 伝統と民俗の想像力』所収）、「異界と海界
の彼方」（『ケルト 生と死の変容』所収）を参照のこと。

(4)ウィリアム・モリス著、ウィリアム・S・ピータースン編、川端康雄訳
『理想の書物』（ちくま学芸文庫）（筑摩書房、2006年）を参照。

　アイルランド、スコットランド、ウェールズ、フランスのブル
ターニュ地方などに残る言語、その話者、かれらの伝統文化
を語るのに「ケルト」という言葉がよく使われる。本学ではこの
「ケルト」文化の研究も盛んに行われてきた。20数年にわたっ
てその一翼を担った人文科学研究所のケルト研究チームは
すでに幕を降ろしたが、その成果は4冊の研究叢書―『ケル
ト 伝統と民俗の想像力』（1991年）、『ケルト 生と死の変容』
（1996年）、『ケルト復興』（2001年）、『ケルト 口承文化の水
脈』（2006年）―と翻訳叢書『ケルティック・テクストを巡る』
（2013年）などに残る（図１）。本稿では中央図書館での企画
展示によせて、本学所蔵の「ケルト」にまつわる美しい書物の
ほんの一部をご紹介したい。

名誉教授　三好 みゆき

◆図2 『ダロウの書』のカーペット・ページ．左(f.3v）は渦巻文様や
トランペット・パターン、右(f.192ｖ)は動物組紐文様や組紐（結び目）
文様．

◆図1  ケルト研究チームによる研究叢書と翻訳叢書．
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ロー・ページ(f. 34r)．

『リンディスファーン福音書』 左(f.29r)はキー・ロー・ページ、
右（f.137v）は福音書記者ルカの肖像とそのシンボルである
翼のある牡牛．
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本文中で言及した書籍の資料情報は順に下記の通り。

文学部 西川広平教授ゼミ主催展示
「戦国の世のいくさ」を開催

期間：2025年6月25日(水)～7月21日(月)

この展示は、西川広平教授（文学部）と、日本史学専攻・
西川ゼミの4年次学生、ならびに学芸員資格課程の博物館
実習に参加する学生の協力により、制作されました。
中央大学図書館が所蔵する戦国時代の古文書を通して、

戦乱が続いた戦国時代の合戦の状況や、その後の統治の
様子、また、戦国時代の城跡や古戦場が、江戸時代に旧跡
として語り継がれ、地域の歴史や文化にどのように影響を与

えたのかが紹介されています。
この展示の制作過程では、学生たちがキャプションの作成

や、資料の配置などを自ら行い、古文書の取扱いに関する知
識や技術を身につける貴重な経験となりました。 特に、普段
触れることの少ない古文書に対して緊張しながらも、西川教
授の丁寧な指導のもと、真剣に取り組む姿が印象的でした。

三大ケルト装飾写本
アイルランドの文化として何が思い浮かぶだろうか。音楽
やダンス、ハープ、妖精伝説、アイルランド語（ゲール語）と英
語の二言語使用、ギネスビールやパブ、聖パトリックの祝日の
パレード、もしかすると石造りのケルト十字と円塔のそびえる
修道院の廃墟を思い浮かべた方もいるかもしれない。石の
高十字架やタラ・ブローチなどの金工品とともに初期中世ア
イルランド美術を代表するのが、ブリテン諸島のアイルランド
系修道院で筆写・彩飾された聖書の写本である。本学図書
館には「三大ケルト装飾写本」（あるいは「三大島嶼装飾写
本」）と称されるラテン語福音書のファクシミリ版が揃ってい
る。年代順にあげると『ダロウの書』（トリニティ・カレッジ・ダブ
リン所蔵）、『リンディスファーン福音書』（大英図書館所蔵）、
『ケルズの書』（トリニティ・カレッジ・ダブリン所蔵）である。本
物のオーラには欠けるが、書物の歴史上きわめて名高い三
写本を本の形で見比べるという贅沢ができる。
歴史的背景を説明しておこう。キリスト教の伝来（５世紀初

め）以前のアイルランドは、ドルイドが祭祀をつかさどり、霊魂

不滅を信じ、岩石、樹木、泉、聖獣などをあがめる自然崇拝の
多神教であったが、聖パトリックらのいわば〈文化適応〉的な
宣教によってキリスト教の受容が進むと、「民族固有の社会・
文化風土に適応した」(1)独特の修道院制度が形成され、
「聖人と学者の島」と称された。修道士たちは海を漕ぎ渡り、
西ローマ帝国滅亡やゲルマン民族の大移動で混乱する

ヨーロッパ大陸やブリテン島北部に、信仰と学芸の光をもた
らし各地に修道院を創設。だが独自性の強かったアイルラン
ド教会はウィットビ教会会議（664年）などにより、ローマ式の
慣行を次第に受け入れる。修道院の写字室のイメージは、ウ
ンベルト・エーコ原作の映画『薔薇の名前』や写字生が書き
残した白猫パンガ・ボンの詩などでわかるだろう。
7世紀末にアイルランドのダロウで制作された『ダロウの
書』は、現存する「ケルト装飾写本」の最古のもの。他の写本
ほど豪華ではないが、インシュラー体という書体も特有の装
飾も出揃っている。アイルランド系修道院で制作された写本
は、地中海文化圏のような具象的な〈挿絵〉ではなく、抽象的
な文様による〈装飾〉を用いるが(2)、この書にも挿絵はない。各
福音書の扉にあたる〈カーペット・ページ〉（図２）は、「ケルト文
様」と呼ばれる渦巻文様、組紐文様、動物文様などで色鮮や
かに飾られる。新たな信仰の表現に異教時代からの伝統を
盛り込んだと言えようか。入れ子状になったり連なったりして
果てしなく旋回する渦巻には妖しい魅力があり、頭と足のは
えた動物組紐は互いを噛み、絡み合い、始点も終点も知れな
い。四福音書は大きな〈装飾頭文字〉で麗 し々く始まる（表紙
写真 下）。
『ケルズの書』は、「ケルト装飾写本」の最高峰である。800
年頃、スコットランド西岸沖のアイオナ修道院で着手され、
ヴァイキング襲撃からの避難先アイルランドのケルズで完成
したとも言われる。豪華絢爛で、人間業とは思えないほど精
緻な文様に驚嘆する。図３は有名な〈キー・ロー・ページ〉、つま
りマタイ福音書1章18節「イエス・キリストの誕生の次第は…」
のキリストの組合せ文字XPIのページだが、流れるような巨大
なXの文字とその内部や周囲を埋め尽くす組紐文様や渦巻
文様が、神の子の誕生を荘厳に演出する。と同時に、なにや
ら異様な感じもするだろう。細部に目をこらすと、組紐の絡み
合いや渦巻の連なりには、場違いなような動物の「うごめき」
が感じられ、Pの字の先端には人間（キリストだという）の頭部
が横向きについている。聖餅とネズミとネコといった不可解な
ものも描かれている。本文ページ（一例として図４）に散りばめ

られた小さな装飾は、節の区切りや強調などの役目を果たす
が、奇妙なポーズの人間や絡み合う異形の生き物(3)など、一
見本文と関係なさそうな意匠も多く、ユーモラスな余談や脱
線のようでもあり大真面目なようでもある。

『リンディスファーン福音書』は、700年頃、イングランド北部
ノーサンブリア北東岸沖のリンディスファーン修道院にて制
作。「ケルト文様」や装飾頭文字で飾られ、『ダロウの書』より
豪華で洗練され、『ケルズの書』より明るく軽やかな印象だ
（図５）。物語を絵解きする〈挿絵〉はないが（『ケルズの書』に
は2枚ある）、福音書記者の肖像の描き方が他と異なる。ロー
マ教会との関係が密接になったこの修道院が、地中海文化
圏の写本の影響を受けて新たな展開をみせたと言えよう。
「ケルト装飾写本」の様式はハイバーノ・サクソン様式とい
うが、そこに流れ込んでいる文化の水脈は、ケルト、サクソン、
ゲルマンはもちろん、ローマやビザンチンなどの地中海文化、
さらには中東などに及ぶ。こうした文化の伝搬と人の往来、想
像力と手の技、美意識の違い、キリスト教と「ケルト」の思考と
の葛藤・融合・変容などに思いをはせながら、異種混交的で
重層的な文様の迷宮をしばし彷徨うのもよいだろう。

　「ケルト復興」期の書物
18世紀後半、ロマン主義の思潮が胎動する頃、民族の起

源やヨーロッパ文明の古層の探求、精神性の希求などと連動
しながら「ケルト」への関心が芽生える。スコットランドの詩人
ジェイムズ・マクファースンがハイランド地方で集めたゲール
語の古歌を翻訳したと称する一連の詩集によって、一大ブー
ムと真贋論争が起きた（1762年の『フィンガル』が本学図書
館にある）。これがきっかけとなり、古い写本や口承に残るケ
ルト諸語の詩歌や物語の蒐集・英訳の機運が高まる。その例

を本学所蔵資料からランダムにあげると、シャーロット・ブルッ
ク『アイルランド詩の遺産』（1789年）、J・F・キャンベル『ハイラ
ンド西部の民間伝承』（1860-62年）、シャーロット・ゲスト『マ
ビノギオン』（1巻本、1877年）、スタンディッシュ・ヘイズ・オグ
レイディ『ゲール詞華集』（1892年）などである。
MyCUL45号で取り上げられたアーサー王物語も、19世紀
英国でよみがえり、中世の写本や初期印刷本からインスピ
レーションを得た美しい書物となった。たとえばウィリアム・モ
リス(4)は、アーサー王物語を題材とした若き日の詩集『「グウィ
ネヴィアの弁明」その他の詩』（1892年）や、愛読していた中
英語の物語『ウェールズのサー・パーシヴァル』（1895年）を、
植物文様の縁飾りや装飾頭文字、挿絵を添えてケルムスコッ

ト・プレスで制作した（図６）。出版業者J.M.デントは、キャクス
トン版のトマス・マロリー『アーサー王の死』（1485年）を、オー
ブリー・ビアズリーの出世作となる挿絵入りで出版した
（1893-94年）（図７）。
この時代のスコットランドやアイルランドにおける「ケルト復
興」にかかわる書物には、19世紀に再び日の目を見た『ケル
ズの書』らの装飾から影響を受けた「ケルト」的なデザインが

あふれた。本学所蔵資料から少しだけ紹介する。パトリック・
ゲッデスらによる美術文芸誌『エヴァーグリーン』（1895-97年）
の挿画には、「ケルト文様」のアレンジが随所に見られ、図８の
ウィリアム・シャープの詩題の装飾頭文字Tも見事だ。シャープ
夫人らが編纂した古今の「ケルト」詞華集『ケルトの竪琴』（第
2版1924年）は動物組紐文様の背表紙が美しい。また、ジェイ
ムズ・スティーヴンズ（ジョイスの友人）による神話伝説の再話

『アイルランドのおとぎ話』（1920年)を飾るアーサー・ラッカム
の挿画（図９）でも、組紐文様が絡まりつき独特の雰囲気を醸
し出す。贈答用美装本の時代でもあった。
今年の大阪・関西万博のアイルランド館のデザインは3つ

の渦巻きの組合せ「トリスケル」が基だそうだが、今も「ケルト
的なるもの」は想像力や創造性を刺激し続けているようだ。

(1)盛節子「アイルランドのキリスト教受容」、中央大学人文科学研究
所編『ケルト 伝統と民俗の想像力』（中央大学出版部、1991年）、
48頁。

(2)鶴岡真弓『ケルト／装飾的思考』（ちくま学芸文庫）（筑摩書房、
1993年）、57～66頁。本稿の執筆にあたっては同書に多くを負っ
ている。

(3)『マールドゥーンの航海』などで語られる異界の生き物が想起され
る。アイルランドの航海譚・冒険譚に関しては、松村賢一「冒険と
航海の物語」（『ケルト 伝統と民俗の想像力』所収）、「異界と海界
の彼方」（『ケルト 生と死の変容』所収）を参照のこと。

(4)ウィリアム・モリス著、ウィリアム・S・ピータースン編、川端康雄訳
『理想の書物』（ちくま学芸文庫）（筑摩書房、2006年）を参照。

◆図7

◆図8

J.M.デント版『アーサー
王の死』の挿絵「マー
リン、幼いアーサーを
預かる」（ビアズリー
画、第1巻7頁）．右側の
縁飾りにひそむ怪物に
も注目．

『エヴァーグリーン』春
号（109頁）掲載の詩
“The Norland Wind”と
装飾（ジョン・ダンカン
画）．上部の装飾には
アール・ヌーヴォーや
ジャポニスムの要素も．
ウィリアム・シャープ（筆
名フィオナ・マクラウド）
は一人二役でケルト復
興を牽引．

『アイルランドのおとぎ話』のタイトルページと「トゥアン・マク・
カリルの物語」からの挿絵（パーソロン族が来寇した太古のエ
リンの森や平原の動物たち）．

ケルムスコット・プレス版『ウェールズのサー・パーシヴァ
ル』の口絵（バーン＝ジョーンズ画）と冒頭のページ．騎士
になろうと、母のもとから旅立つ少年パーシヴァル．

◆図6

◆図9
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えたのかが紹介されています。
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や、資料の配置などを自ら行い、古文書の取扱いに関する知
識や技術を身につける貴重な経験となりました。 特に、普段
触れることの少ない古文書に対して緊張しながらも、西川教
授の丁寧な指導のもと、真剣に取り組む姿が印象的でした。

三大ケルト装飾写本
アイルランドの文化として何が思い浮かぶだろうか。音楽
やダンス、ハープ、妖精伝説、アイルランド語（ゲール語）と英
語の二言語使用、ギネスビールやパブ、聖パトリックの祝日の
パレード、もしかすると石造りのケルト十字と円塔のそびえる
修道院の廃墟を思い浮かべた方もいるかもしれない。石の
高十字架やタラ・ブローチなどの金工品とともに初期中世ア
イルランド美術を代表するのが、ブリテン諸島のアイルランド
系修道院で筆写・彩飾された聖書の写本である。本学図書
館には「三大ケルト装飾写本」（あるいは「三大島嶼装飾写
本」）と称されるラテン語福音書のファクシミリ版が揃ってい
る。年代順にあげると『ダロウの書』（トリニティ・カレッジ・ダブ
リン所蔵）、『リンディスファーン福音書』（大英図書館所蔵）、
『ケルズの書』（トリニティ・カレッジ・ダブリン所蔵）である。本
物のオーラには欠けるが、書物の歴史上きわめて名高い三
写本を本の形で見比べるという贅沢ができる。
歴史的背景を説明しておこう。キリスト教の伝来（５世紀初

め）以前のアイルランドは、ドルイドが祭祀をつかさどり、霊魂

不滅を信じ、岩石、樹木、泉、聖獣などをあがめる自然崇拝の
多神教であったが、聖パトリックらのいわば〈文化適応〉的な
宣教によってキリスト教の受容が進むと、「民族固有の社会・
文化風土に適応した」(1)独特の修道院制度が形成され、
「聖人と学者の島」と称された。修道士たちは海を漕ぎ渡り、
西ローマ帝国滅亡やゲルマン民族の大移動で混乱する
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らし各地に修道院を創設。だが独自性の強かったアイルラン
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慣行を次第に受け入れる。修道院の写字室のイメージは、ウ
ンベルト・エーコ原作の映画『薔薇の名前』や写字生が書き
残した白猫パンガ・ボンの詩などでわかるだろう。
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書』は、現存する「ケルト装飾写本」の最古のもの。他の写本
ほど豪華ではないが、インシュラー体という書体も特有の装
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は、地中海文化圏のような具象的な〈挿絵〉ではなく、抽象的
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かに飾られる。新たな信仰の表現に異教時代からの伝統を
盛り込んだと言えようか。入れ子状になったり連なったりして
果てしなく旋回する渦巻には妖しい魅力があり、頭と足のは
えた動物組紐は互いを噛み、絡み合い、始点も終点も知れな
い。四福音書は大きな〈装飾頭文字〉で麗 し々く始まる（表紙
写真 下）。
『ケルズの書』は、「ケルト装飾写本」の最高峰である。800
年頃、スコットランド西岸沖のアイオナ修道院で着手され、
ヴァイキング襲撃からの避難先アイルランドのケルズで完成
したとも言われる。豪華絢爛で、人間業とは思えないほど精
緻な文様に驚嘆する。図３は有名な〈キー・ロー・ページ〉、つま
りマタイ福音書1章18節「イエス・キリストの誕生の次第は…」
のキリストの組合せ文字XPIのページだが、流れるような巨大
なXの文字とその内部や周囲を埋め尽くす組紐文様や渦巻
文様が、神の子の誕生を荘厳に演出する。と同時に、なにや
ら異様な感じもするだろう。細部に目をこらすと、組紐の絡み
合いや渦巻の連なりには、場違いなような動物の「うごめき」
が感じられ、Pの字の先端には人間（キリストだという）の頭部
が横向きについている。聖餅とネズミとネコといった不可解な
ものも描かれている。本文ページ（一例として図４）に散りばめ

られた小さな装飾は、節の区切りや強調などの役目を果たす
が、奇妙なポーズの人間や絡み合う異形の生き物(3)など、一
見本文と関係なさそうな意匠も多く、ユーモラスな余談や脱
線のようでもあり大真面目なようでもある。
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ノーサンブリア北東岸沖のリンディスファーン修道院にて制
作。「ケルト文様」や装飾頭文字で飾られ、『ダロウの書』より
豪華で洗練され、『ケルズの書』より明るく軽やかな印象だ
（図５）。物語を絵解きする〈挿絵〉はないが（『ケルズの書』に
は2枚ある）、福音書記者の肖像の描き方が他と異なる。ロー
マ教会との関係が密接になったこの修道院が、地中海文化
圏の写本の影響を受けて新たな展開をみせたと言えよう。
「ケルト装飾写本」の様式はハイバーノ・サクソン様式とい
うが、そこに流れ込んでいる文化の水脈は、ケルト、サクソン、
ゲルマンはもちろん、ローマやビザンチンなどの地中海文化、
さらには中東などに及ぶ。こうした文化の伝搬と人の往来、想
像力と手の技、美意識の違い、キリスト教と「ケルト」の思考と
の葛藤・融合・変容などに思いをはせながら、異種混交的で
重層的な文様の迷宮をしばし彷徨うのもよいだろう。

　「ケルト復興」期の書物
18世紀後半、ロマン主義の思潮が胎動する頃、民族の起
源やヨーロッパ文明の古層の探求、精神性の希求などと連動
しながら「ケルト」への関心が芽生える。スコットランドの詩人
ジェイムズ・マクファースンがハイランド地方で集めたゲール
語の古歌を翻訳したと称する一連の詩集によって、一大ブー
ムと真贋論争が起きた（1762年の『フィンガル』が本学図書
館にある）。これがきっかけとなり、古い写本や口承に残るケ
ルト諸語の詩歌や物語の蒐集・英訳の機運が高まる。その例

を本学所蔵資料からランダムにあげると、シャーロット・ブルッ
ク『アイルランド詩の遺産』（1789年）、J・F・キャンベル『ハイラ
ンド西部の民間伝承』（1860-62年）、シャーロット・ゲスト『マ
ビノギオン』（1巻本、1877年）、スタンディッシュ・ヘイズ・オグ
レイディ『ゲール詞華集』（1892年）などである。
MyCUL45号で取り上げられたアーサー王物語も、19世紀
英国でよみがえり、中世の写本や初期印刷本からインスピ
レーションを得た美しい書物となった。たとえばウィリアム・モ
リス(4)は、アーサー王物語を題材とした若き日の詩集『「グウィ
ネヴィアの弁明」その他の詩』（1892年）や、愛読していた中
英語の物語『ウェールズのサー・パーシヴァル』（1895年）を、
植物文様の縁飾りや装飾頭文字、挿絵を添えてケルムスコッ

ト・プレスで制作した（図６）。出版業者J.M.デントは、キャクス
トン版のトマス・マロリー『アーサー王の死』（1485年）を、オー
ブリー・ビアズリーの出世作となる挿絵入りで出版した
（1893-94年）（図７）。
この時代のスコットランドやアイルランドにおける「ケルト復
興」にかかわる書物には、19世紀に再び日の目を見た『ケル
ズの書』らの装飾から影響を受けた「ケルト」的なデザインが

あふれた。本学所蔵資料から少しだけ紹介する。パトリック・
ゲッデスらによる美術文芸誌『エヴァーグリーン』（1895-97年）
の挿画には、「ケルト文様」のアレンジが随所に見られ、図８の
ウィリアム・シャープの詩題の装飾頭文字Tも見事だ。シャープ
夫人らが編纂した古今の「ケルト」詞華集『ケルトの竪琴』（第
2版1924年）は動物組紐文様の背表紙が美しい。また、ジェイ
ムズ・スティーヴンズ（ジョイスの友人）による神話伝説の再話

『アイルランドのおとぎ話』（1920年)を飾るアーサー・ラッカム
の挿画（図９）でも、組紐文様が絡まりつき独特の雰囲気を醸
し出す。贈答用美装本の時代でもあった。
今年の大阪・関西万博のアイルランド館のデザインは3つ

の渦巻きの組合せ「トリスケル」が基だそうだが、今も「ケルト
的なるもの」は想像力や創造性を刺激し続けているようだ。

(1)盛節子「アイルランドのキリスト教受容」、中央大学人文科学研究
所編『ケルト 伝統と民俗の想像力』（中央大学出版部、1991年）、
48頁。

(2)鶴岡真弓『ケルト／装飾的思考』（ちくま学芸文庫）（筑摩書房、
1993年）、57～66頁。本稿の執筆にあたっては同書に多くを負っ
ている。

(3)『マールドゥーンの航海』などで語られる異界の生き物が想起され
る。アイルランドの航海譚・冒険譚に関しては、松村賢一「冒険と
航海の物語」（『ケルト 伝統と民俗の想像力』所収）、「異界と海界
の彼方」（『ケルト 生と死の変容』所収）を参照のこと。

(4)ウィリアム・モリス著、ウィリアム・S・ピータースン編、川端康雄訳
『理想の書物』（ちくま学芸文庫）（筑摩書房、2006年）を参照。

◆図7

◆図8

J.M.デント版『アーサー
王の死』の挿絵「マー
リン、幼いアーサーを
預かる」（ビアズリー
画、第1巻7頁）．右側の
縁飾りにひそむ怪物に
も注目．

『エヴァーグリーン』春
号（109頁）掲載の詩
“The Norland Wind”と
装飾（ジョン・ダンカン
画）．上部の装飾には
アール・ヌーヴォーや
ジャポニスムの要素も．
ウィリアム・シャープ（筆
名フィオナ・マクラウド）
は一人二役でケルト復
興を牽引．

『アイルランドのおとぎ話』のタイトルページと「トゥアン・マク・
カリルの物語」からの挿絵（パーソロン族が来寇した太古のエ
リンの森や平原の動物たち）．

ケルムスコット・プレス版『ウェールズのサー・パーシヴァ
ル』の口絵（バーン＝ジョーンズ画）と冒頭のページ．騎士
になろうと、母のもとから旅立つ少年パーシヴァル．

◆図6

◆図9
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新収資料紹介
教職員著作目録　2024.4 － 2024.9　配架図書一覧　（　　　）は所属学部等

著者名 書名 出版社 出版年月 所蔵館 書誌番号

阿部 幸信 ( 文 ) 著 印綬が創った天下秩序 : 漢王朝の統治と世界観 山川出版社 2024.5 中央館 / 東史 / 法学部 BB01706733

新井 誠 ( 研 )
八谷 博喜 ( 研 ) ほか

編集代表 
編集協力 ESG 投資と信託受託者責任 ( 高齢社会における信託活用のグランドデザイン 第 2 巻 ) 日本評論社 2024.3 中央館 / 法学部 BB01701798

伊賀上 菜穂 ( 総 ) ほか 編著 ロシア正教古儀式派と国家 : 権力への対抗と共生 明石書店 2024.2 中央館 BB01701552

河島 伸子 , 生稲 史彦 ( 戦略 ) 編著 クリエイティブ・ジャパン戦略 : 文化産業の活性化を通して豊かな日本を創出する 白桃書房 2024.6 中央館 / 法学部 /BS BB01707537

池田 賢市 ( 文 ) 著 包括的性教育をはじめる前に読む本 : 社会を変える性教育 新泉社 2024.7 中央館 / 教育 BB01709339

井関 正久 ( 法 ) 著 ルディ・ドゥチュケと戦後ドイツ 共和国 2024.4 中央館 / 法学部 BB01705715

井田 良 ( 法務 ), 髙橋 直哉 ( 法務 ) ほか 編著 刑法演習サブノート 210 問　第 2 版 弘文堂 2024.3 中央館 / 法学部 /LS
/iTL BB01703172

石井 知章
及川 淳子 ( 文 )

編著 
執筆 ポストコロナにおける中国の労働社会 日本経済評論社 2024.2 中央館 / 中言 / 法学部 BB01702369

大田 美和 ( 文 ) 著 かがやけ 北冬舎 2024.6 中央館 BB01709795

岡嶋 裕史 ( 国情 ) 著 やさしくわかる岡嶋裕史の情報 I 教室 : 高校学参 技術評論社 2024.2 iTL BB01701845

岡嶋 裕史 ( 国情 ) 監修 よくわかる高校情報 I 問題集 : 毎日の勉強と定期テスト対策に Gakken 2024.4 iTL BB01705046

岡嶋 裕史 ( 国情 ) 著 ネットワークスペシャリスト合格教本 技術評論社 2024.9 iTL BB01712152

岡嶋 裕史 ( 国情 ), 吉田 雅裕 ( 国情 ) 共著 はじめての AI リテラシー : 基礎テキスト　改訂新版 技術評論社 2024.9 中央館 / 法学部 / 理工
/iTL BB01712153

奥田 安弘 ( 名 ) 著 国際財産法 : 企業間取引から個人の法律問題まで　第 2 版 明石書店 2024.3 中央館 /LS/iTL BB01703072

安藤 由香里 , 小坂田 裕子 ( 法科 ), 
北村 泰三 ( 名 ), 中坂 恵美子 ( 文 ) 著 開かれた入管・難民法をめざして : 入管法「改正」の問題点 日本評論社 2024.2 中央館 / 法学部 /LS BB01701021

海部 健三 ( 法 ), 脇谷 量子郎 文 日本のウナギ : 生態・文化・保全と図鑑 山と溪谷社 2024.8 中央館 / 法学部 BB01709887

加賀野井 秀一 ( 名 ) 著 感情的な日本語 : ことばと思考の関係性を探る 教育評論社 2024.2 中央館 BB01701230

唐橋 文 ( 文 ) ほか 編 Women and religion in the ancient Near East and Asia (Studies in ancient Near Eastern records v.30) De Gruyter c2023 西史 BB01712299

東京大学附属図書館アジア研究図書館
上廣倫理財団寄付研究部門 (U-PARL)
木村 拓 ( 文 )

編 
 

執筆
東京大学アジア研究図書館デジタルコレクション : 2017-2023 = Catalog of the University of Tokyo 
Asian Research Library digital collections 2017-2023

東京大学附属図書館
アジア研究図書館
上廣倫理財団寄付

研究部門 (U-PARL)
2024.2 中央館 / 東史 BB01706285

柳井 俊二
小島 千枝 ( 法 ) ほか

編著 
執筆 海と国際法 信山社 2024.3 中央館 / 法学部 /LS

/iTL BB01704347

柳井 俊二
小島 千枝 ( 法 ) ほか

編著 
執筆 海と国際法 / 柳井俊二編著 ; 鶴田順 信山社 2024.3 中央館 / 法学部 /LS BB01704347

小林 謙一 ( 文 )
白根 靖大 ( 文 ), 西川 広平 ( 文 ), 清水 善仁
( 文 ) ほか

編著 
執筆 考古資料と歴史史料 ( 中央大学人文科学研究所研究叢書 82) 中央大学出版部 2024.3 中央館 BB01702141

今 まど子 ( 名 ), 小山 憲司 ( 文 ) 編著 図書館情報学基礎資料　第 5 版 樹村房 2024.3 中央館 BB01702398

佐伯 仁志 ( 法務 ) ほか
只木 誠 ( 法 ) ほか

編集 
編集委員 刑事法の理論と実務 : 6 成文堂 2024.6 中央館 / 法学部 /LS BB01706697

酒井 克彦 ( 法務 ) 著 裁判例からみる法人税法　4 訂版 大蔵財務協会 2024.4 中央館 /LS BB01705578

酒井 克彦 ( 法務 ) 編著・監修 クローズアップ事業・組織戦略と税務 : 新時代の企業組織を考える 財経詳報社 2023.12 中央館 /LS/iTL BB01701690

加賀 美太記 , 佐久間 英俊 ( 商 ) ほか 編著 コンビニエンスストアと日本の流通 : 流通経済論からの分析 文理閣 2024.4 中央館 BB01703546

塩見 英治 ( 名 ) 著 コンビニがわかれば現代社会のビジネスが見えてくる : 日本的小売業のイノベーター ( 創成社新書 69) 創成社 2024.5 中央館 /BS BB01707994

東京富士美術館 ほか
篠原 典生 ( 総 ) ほか

編集 
解説 世界遺産大シルクロード展 東京富士美術館 2023.9 総政 BB01701445

ヴォーン・ロウ
庄司克宏 ( 総政 )
小坂田 裕子 ( 法務 ), 国松 麻季 ( 国経 ), 
小島 千枝 ( 法 ), 中坂 恵美子 ( 文 ) ほか

著 
監訳 
訳

かんがえる国際法 白水社 2024.5 中央館 / 法学部 /LS
/iTL BB01704144

杉崎 泰一郎 ( 文 ) 著 「聖性」から読み解く西欧中世 : 聖人・聖遺物・聖域 ( 創元世界史ライブラリー ) 創元社 2024.5 中央館 / 西史 BB01706288

鈴木 博人 ( 法 ) 著 里親の法的地位に関する日独比較研究 ( 日本比較法研究所研究叢書 133. 親子福祉法の比較法的研究 2) 中央大学出版部 2024.4 中央館 / 法学部 /LS BB01705081

田口 善弘 ( 理 ) 著 学び直し高校物理 : 挫折者のための超入門 : ( 講談社現代新書 2738) 講談社 2024.2 中央館 / 法学部 / 理工
/iTL BB01701658

武石 智香子 ( 商 ) ほか 共著 超入門はじめての AI・データサイエンス 培風館 2024.5 中央館 / 法学部 / 理工 BB01703544

武智 秀之 ( 法 ) 著 政策学講義 : 決定の合理性　第 3 版 中央大学出版部 2024.5 中央館 / 法学部 BB01706243

玉置 敦彦 ( 法 ) 著 帝国アメリカがゆずるとき : 譲歩と圧力の非対称同盟 岩波書店 2024.6 中央館 / 法学部 BB01708009

徳永 聡子
土橋 茂樹 ( 文 ) ほか

編 
著 神・自然・人間の時間 : 古代・中近世のときを見つめて 慶應義塾大学

出版会 2024.3 中央館 BB01703301

津野 義堂 ( 名 ) 著 西洋法制史 中央大学
通信教育部 2024.2 中央館 / 法学部 BB01701395

中央大学人文科学研究所
中村 亨 ( 商 )

編 
執筆 ローカリティのダイナミズム : 連動するアメリカ作家・表現者たち ( 中央大学人文科学研究所研究叢書 81) 中央大学出版部 2024.3 中央館 BB01702139

本沢 巳代子 , 新田 秀樹 ( 法 ) 編 トピック社会保障法 2024　第 18 版 不磨書房 2024.4 中央館 / 法学部 /LS BB01703455

野村 修也 ( 法務 ) 著 説得力を高めたい人のための法的思考入門 PHP 研究所 2024.4 中央館 / 法学部 /LS
/iTL BB01703446

原田 喜美枝 ( 商 ) 著 データで広がる日本ワインの世界 : ワインエコノミクス入門 日本評論社 2024.9 中央館 / 法学部 BB01710777

原田 剛 ( 法 ) 著 債権総論講義 成文堂 2024.8 中央館 / 法学部 /LS
/iTL BB01710959

平野 晋 ( 国情 ) 著 ロボット法 : AI とヒトの共生にむけて　増補第 2 版 弘文堂 2024.5 中央館 / 法学部 / 理工
/LS/iTL BB01706986

藤田 岳彦 ( 理 ) ほか 著 ランダムウォークと確率解析 : ギャンブルから数理ファイナンスへ　増補版 日本評論社 2024.3 中央館 / 理工 BB01702928

古田 裕清 ( 法 ) 著 論理学　再改訂版 中央大学
通信教育部 2024.2 中央館 / 法学部 BB01701386

松本 悠子 ( 名 ) 著 戦場に忘れられた人々 : 人種とジェンダーの大戦史 京都大学
学術出版会 2024.2 中央館 / 西史 / 法学部 BB01700977

ジェンダー事典編集委員会
松本 悠子 ( 名 )
山田 昌弘 ( 文 )

編 
編集委員長 
編集委員

ジェンダー事典 丸善出版 2024.1 中央館 / 西史 / 社会 /
法学部 BB01700751

緑川 晶 ( 文 ) ほか 編 臨床神経心理学 : 神経・生理心理学　第 2 版 医歯薬出版 2024.3 心理 BB01706252

村上 研一 ( 商 ) 著 衰退日本の経済構造分析 : 外需依存と新自由主義の帰結 唯学書房 2024.1 中央館 / 法学部 BB01700375

山田 昌弘 ( 文 ) 監修 何が問題 ? 格差のはなし : 「おいてけぼりの誰か」をつくらない世界のために Gakken 2023.2 国際機関 BB01704529

山田 八千子 ( 法務 )
安念 潤司 ( 法務 ) ほか

編著 
執筆 法律婚って変じゃない ? : 結婚の法と哲学 ( 法と哲学新書 ) 信山社 2024.6 中央館 / 法学部 /LS BB01709425

酒井 敦子 ほか
横山 佐紀 ( 文 ) ほか

編集 
執筆 国立西洋美術館教育活動の記録 : 2013-2019 国立西洋美術館 2022 中央館 / 文総 BB01710036

日本文学アクティブラーニング研究会
吉野 朋美 ( 文 ) ほか

編集 
執筆 シンポジウムどうする !?「国語」の探究型学習 : 高校の探究と大学の研究をつなぐ : 報告書 日本文学アクティブ

ラーニング研究会 2024.3 国文 BB01706284

米津 孝司 ( 法務 ) 著 労働法 ( 集団的労働法 ) 中央大学
通信教育部 2024.2 中央館 / 法学部 BB01701391

渡邉 浩司 ( 経 ) 監修 アーサー王物語解剖図鑑 : ファンタジーと騎士道物語の原点 エクスナレッジ 2024.6 中央館 BB01707540

渡邉 浩司 ( 経 )
金澤 忠信 ( 理 ), 相田 淑子 ( 法 ), 亀井 伸治
( 経 ), 前之園 望 ( 文 ), 近藤 まりあ ( 経 ) ほか

編著 
執筆 幻想的存在の東西 : 古代から現代まで　( 中央大学人文科学研究所研究叢書 80) 中央大学出版部 2024.2 中央館 BB01700843
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